
令和7年度当初予算の概要

1．予算編成にあたっての基本方針

2．予算規模

〇一般会計 （単位：千円）

会計名 予算額 比較増減 増減率

6,219,000 196,000 3.3

6,023,000 ▲ 507,000 ▲ 7.8

6,530,000 56,000 0.9

6,474,000 709,000 12.3

5,765,000 498,000 9.5

5,267,000 ▲ 15,000 ▲ 0.3

〇特別会計・企業会計 （単位：千円）

会計名 令和6年度 比較増減 増減率

国民健康保険事業 1,442,400 16,700 1.2

介護保険事業 1,318,600 ▲ 95,900 ▲ 7.3

後期高齢者医療 203,500 10,000 4.9

水道事業（収益的支出） 247,800 8,800 3.6

　　　　　　（資本的支出） 162,400 49,700 30.6

下水道事業（収益的支出） 453,800 ▲ 13,300 ▲ 2.9

　　　　　　　　（資本的支出） 294,013 ▲ 16,763 ▲ 5.7

256,600

212,100

440,500

277,250

令和3年度

令和2年度

令和7年度

1,459,100

1,222,700

213,500

(３) 重点施策を明確にした予算編成

　　第6次総合計画「しあわせホームタウン甘楽」、第3期総合戦略、各種事業別・個別計画に盛り込まれた施策につ
　いて、優先順位をつけて予算化。

(４) 国・県の施策の有効活用
　　国・県支出金やその他財源の活用を検討し、一般財源、基金の取り崩しを極力抑制した予算。

年度

一般会計

令和7年度

令和6年度

令和5年度

令和4年度

　　令和7年度当初予算の編成にあたっては、下記4点を基本方針としました。

(１)安全安心な生活を実現する予算
　　町民が等しく幸福に暮らせ、将来に希望を持ち、安全安心な生活を実現できるよう町民の声を反映した予算。

(２)徹底した削減合理化の推進

　　本町の非常に厳しい財政状況を深く認識し、事業の抜本的見直しを実施しながら事業の縮小・廃止、実施時
　期を検討。
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3．一般会計の概要

〇歳入 （単位：千円）

科目 令和6年度 比較増減 増減率

町税 1,440,204 70,060 4.9

譲与税・交付金 540,652 ▲ 53,670 ▲ 9.9

地方交付税 1,823,700 ▲ 12,700 ▲ 0.7

国庫支出金 829,188 5,396 0.7

県支出金 453,755 15,587 3.4

繰入金　　※1 258,636 223,977 86.6

町債　　　※2 230,200 ▲ 17,100 ▲ 7.4

その他 446,665 ▲ 35,550 ▲ 8.0

計 6,023,000 196,000 3.3

※１の内訳（科目存置を除く） （単位：千円）

財政調整基金 地域福祉基金 15,000

ふるさとづくり基金 学校建築基金 23,800

公共施設等整備基金 都市農村交流基金 5,230

長岡今朝吉福祉基金 減債基金 19,700

森林環境譲与税基金 アスカ教育基金 7,500

柴田教育基金

※２の内訳

道路整備事業債 防災基盤整備事業債 19,700

都市計画事業債 脱炭素化推進事業債 30,200

緊急防災・減災対策事業債 辺地対策事業債 15,700

39,000

44,700

21,900

8,500

8,482

4,500

（単位：千円）

63,800

482,613

213,100

411,115

6,219,000

283,000

85,000

令和7年度

1,510,264

486,982

1,811,000

834,584

469,342
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4．主要事業の事業費と概要　（第６次総合計画分野別） （単位：千円）

1 町道整備事業 149,387

2 狭あい道路後退用地等整備事業 3,800

3 橋梁の維持補修 拡充 32,000

4 住宅リフォーム補助 2,000

5 公園整備事業 95,700

6
幹線交通対策事業
（上信電鉄）

17,887

7
幹線交通対策事業
（デマンドタクシー）

12,122

8 住宅団地造成事業 (6,000)

1 農業経営収入保険加入促進助成金 1,600

2 ふるさと甘楽仕送り便 1,386

3 林道整備事業 31,660

4 観光イベント事業 19,422

5 若年者ふるさと就職支援事業補助金 2,550

武者行列、花火大会、もみじウォーク、アンブレラスカイ、プロレス興行など
の各種観光イベントを開催

若年者の雇用拡大と町への定住促進、企業の採用を後押しするため補
助金を交付
企業への交付…大学・短大卒25万円×5名　　高卒10万円×4名

本人への交付…10万円×9名

住宅用地の供給のため、土地開発公社が造成・分譲
（大日住宅団地の測量）を実施

★活力ある産業を育みにぎわいのあるまち 農林業・商工業・観光など

農業経営の安定化を図るため、収入保険制度に加入した農業者に対して
助成金を支給。3年間限定を1年延長し加入を推進（4年目）
補助対象経費の１／２　上限50,000円×32名

親元を離れて暮らす甘楽町出身の学生に、町内農産物や加工品を贈り、
学生の生活支援、生産者支援を実施
100人想定　　年2回発送

山間地の連絡道路としての役割を担う林道・作業道の維持補修工事等を
実施（稲含高倉線、中郷雲津線など）

　道路の後退用地において、町が適正に整備・管理できるよう制度化する
ため、用地測量と舗装整備を実施（3年目）

橋梁の長寿命化を図るため、鵜野神社橋の補修工事を行うほか、橋梁長
寿命化修繕計画に基づき町内48箇所の橋梁の点検を実施（前年度比
18,800千円増）

生活環境の向上と地域経済の活性化を図るため、リフォーム経費の１0％
（子育て世帯２0％）を補助（上限20万円）

大手門周辺の公園整備工事、紅葉山周辺園路整備工事をはじめ、旧福
島幼稚園舎跡地の公園整備工事を実施

地域の公共交通である上信電鉄の維持管理、運営、輸送に係る経費の
一部を県・沿線市町村で補助

交通弱者の移動手段の確保及び交通空白地域住民のセーフティーネット
としての役割を果たすため、デマンドタクシーの運行を実施

★住みたい・住み続けたいまち 土地利用・住環境・道路・企業誘致
交通・公園など

町道生板木・小幡新町線の道路新設に伴う用地測量の委託や用地買収
を実施するほか、スマートインターチェンジへの北方向からのアクセス道路
（北城・駒田線など）の道路拡張工事の道路詳細設計の委託を実施
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6 企業誘致促進事業補助金 7,000

7 土地改良事業 36,163

8 生分解性マルチ補助事業 　 500

9 有害鳥獣対策事業 1,000

10 農地リフォーム事業 400

11
有機農業拠点創出・拡大加速化
事業
（オーガニックビレッジ推進事業）

　 7,870

12 農地利用効率化等支援交付金 720

13 観光キャンペーン事業 4,535

14
那須地区鯉のぼりの里整備事
業

新規 12,602

15 新商品研究開発支援事業 900

16 森林経営管理制度実施事業 5,500

17
ぐんま緑の県民税基金事業
（荒廃林整備・管理）

拡充 14,877

18 創業支援事業 拡充 4,700

手入れの行き届いていない森林について、町が森林所有者から経営管理
の委託を受け、林業経営に適した森林は林業経営者に再委託するととも
に、林業経営に適さない森林は町が公的に管理するため、境界区域測量
や事前調査を実施

ぐんま緑の県民税基金を活用し、荒廃林整備と里山の管理を実施（前年
度比　12,379千円増）

町内における新たな創業を促すとともに、新規事業者の育成や雇用を創
出するための支援を実施。事業継続に取り組む店舗等を対象に器具購
入及び改修費用等の一部を補助
（前年度比　850千円増）

荒廃農地の解消を目的に、障害物の除去、伐根整地等の補助を実施（3
年目）

みどりの食料システム戦略推進交付金を活用し、有機農業拠点・創出・
拡大加速化事業を実施。草刈機などの省力機械の導入、有機野菜の
PR、学校給食に有機野菜を使用などにより、有機農業を推進（3年目）

生産の効率化に取り組む等の場合、必要な農業用機械・施設の導入に
係る経費を一部補助。ねぎ定植機、フレールモアを導入予定。

3月から5月を「観光キャンペーン」期間として、重点的に観光PRを実施す
るとともに、春と秋には３大パーク等をめぐるシャトルワゴンを運行（シャトル
ワゴン運行は3年目）

那須地区における鯉のぼりの里事業の継続のため、掲揚ワイヤーロープの
改修、作業道の整備及び案内看板を設置

①町の物産品等の開発に取り組む事業者に対して、研究開発経費の一
部を町独自で支援（上限50万円×１件）
②ぐんまDX技術（新技術・新製品開発）補助金として、県と町の連携支援
により、その研究開発経費の一部を補助
（上限80万円（県40万円、町40万円））　1件

新規進出企業及び規模拡大企業に対して固定資産税相当額や下水道
受益者負担金相当額を交付

農業生産の向上に向け、運搬や作業の効率化のための農道整備（小原
地区）をはじめ、作付けに必要となる用水の供給・排水のための農業用水
路の整備・更新を実施

廃プラスチックの削減と農作業の省力化、軽労力化などを目的として、微
生物の働きにより分解される生分解性マルチの補助を実施（3年目）

有害鳥獣対策として、電気柵等の購入に係る経費を補助
（上限10万円×10件 3年目）
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1 可燃ごみ処理委託 129,366

2 可燃性粗大ごみ処理委託 1,910

3
住宅用太陽光発電設備蓄電池
設置補助金

1,000

4 省エネ家電等購入補助金 新規 2,000

5 まちづくり定住応援金 9,100

6
固定資産税評価替等に伴う土
地評価業務

7,458

7 エルタックスシステム改修 　 960

8 空き家対策 2,800

9 奨学金返還支援助成金 3,000

10 移住支援事業補助金 2,000

11 地方就職支援金 新規 18

12 交通安全施設設置 1,983

13 防犯対策事業 7,777

14
県道改良関連工事及び単独配
水管布設工事

(95,000)

15 取水施設深井戸さく井工事 新規 (20,000)

県道の道路改良工事に伴い、配水管の布設替え工事を実施するほか、
老朽化した石綿管の更新工事を実施

安定した水道水の供給を図るため、深井戸さく井工事を行い、調査を進め
る

空き家の除去、リフォームに係る補助金の交付や、空き家の片づけ費用
の一部を補助
①除却補助金　（4/5補助、上限50万円×4件）

②リフォーム補助金（1/2補助、上限50万円×1件）

③片付け補助金（上限10万円×3件）　　　（3年目）

若者の定住や町内企業の活性化を図るため、奨学金を返還する社会人
に対して年間最大12万円、5年間助成

首都圏からの移住者に対して補助金を交付。（単身60万円、世帯100万
円、18歳未満の子ども1人につき100万円を支援）

東京都内の大学に通う大学生に、県内企業の面接に必要な交通費の半
額を補助する。

地元要望や通学路交通安全プログラムを踏まえ、カーブミラーなどの交通
安全施設を設置

地元要望を踏まえ、ＬＥＤ防犯灯を設置するほか、防犯灯の維持管理費
を計上

定住自立圏協定により富岡市清掃センターへ処理委託を実施（5年目）

温室効果ガス削減対策として、太陽光発電設備蓄電池の設置者に補助
金を交付（上限５万円）　（3年目）

温室効果ガス削減対策として、洗濯機、冷蔵庫、エアコン、給湯器の省エ
ネ家電買い替え購入者に補助金を交付（上限4万円（給湯器は５万円））

新たに住宅を取得した人に応援金を交付
応援金：１3万円×70戸

令和9年度固定資産税評価替等に伴う土地評価業務を委託

個人住民税申告の電子化、2輪車登録の電子化等に対応するためシス
テムの改修を実施

★笑顔で暮らせる環境にやさしいまち 自然環境・循環型社会・上下水道
地域安全・移住定住など

富岡市清掃センターへの焼却処理委託を実施
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16 水道事業基本計画変更業務 新規 (11,687)

17 管路カメラ調査 (715)

18 公共下水道事業計画変更業務 新規 (14,800)

19
公共下水道接続設計業務
（善慶寺国峰）

(14,500)

20 地域おこし協力隊事業 49,004

21 コンビニ交付事業 612

1 学童保育所の運営 19,436

2 結婚新生活応援助成金 1,800

3 家庭子育て世帯応援金 2,430

4 病児・病後児保育事業 　 15,495

5 ファミリーサポートセンター運営事業 221

6 放課後子ども教室の運営 7,800

7 子育て短期支援事業
（ショートステイ・トワイライトステイ）

新規 93

8 こども食堂の運営支援 新規 250

9
認定こども園・保育園への運営
体制補助

拡充 33,129

子育て支援と「めぶきの森かんら」、「かんら保育園」における保育環境充
実のため、給食費・延長保育・一時預かりに係る経費の一部を補助（4年
目）するとともに、新たに障害児の受け入れや待機児童解消に係る保育
体制強化のための補助金を交付

保育所等に通っていない0歳から3歳までの子どもを家庭で子育てする世
帯に30,000円相当の商工会商品券を交付　（3年目）

保護者の子育てと就労の両立支援のため、かんら保育園敷地内におい
て、病児・病後児保育事業を実施（3年目）

安心して育児や子育てができる環境づくりをサポート。定住自立圏構想の
構成市町村で共同運営

放課後に子ども達が安心して集い、地域の方々との交流や遊びを通して、
いきいきと活動できる居場所を提供

保護者の病気や仕事の都合などにより、一時的に家庭での子どもの養育
が困難になった場合に、養護施設等に預けることができる体制づくりを整
備

児童の孤食を解消し、子どもの居場所づくりと子育て支援、子ども・保護
者・地域住民等の多世代間交流を推進するため、「こども食堂」を運営す
る団体を支援

地域の活性化や移住定住を目的として、現隊員9名に加え、新たに4名
（合計１3名）の協力隊を受け入れ。また、25名のインターン生を受け入れ
ることにより、地域の魅力発見や関係人口の増加に取り組む

令和６年１０月から住民票や印鑑証明などのコンビニ交付がスタートし利
便性が向上
コンビニ交付手数料　349千円　ほかシステム改修費等

★誰もがつながり支え合う地域福祉のまち 子育て・高齢者支援・地域福祉
社会保障・介護など

子育て支援として、学童保育所（３か所）を指定管理者として甘楽町社会
福祉協議会へ運営委託し、同時利用2人目以降にかかる保育料の半額
補助を実施

新たに婚姻した夫婦に対し、住居費、引越費用、リフォーム費用の一部を
補助。町の単独事業として、年齢及び所得要件を緩和して支給

水道事業経営戦略の見直しと、健全な事業経営のための分析を行い、計
画的な資本的投資と安定経営を両立するための計画を策定

令和9年度から農業集落排水の善慶寺国峰地区を公共下水道に編入す
るための管路カメラ調査を実施

公共下水道事業の事業計画の見直しと、健全な事業経営のための分析
を行い、法適用企業として新たな事業計画を策定

農業集落排水の善慶寺国峰地区を公共下水道に編入接続を行うための
実施設計委託
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10 施設整備補助金 新設 22,770

11
認定こども園・保育園への給付
費（施設型給付費）

拡充 406,631

12
保育料の完全無償化
※保育料減免効果

拡充 (33,500)

13 小・中・高入学応援金 13,000

14
学校給食費の無料化
※給食費納入金の減収分

拡充 (49,730)

15 出産祝金 3,000

16 成人歯科健診委託料 704

17 医療用補整具購入費助成 240

18 帯状疱疹ワクチン予防接種費補助 1,160

19 個別予防接種事業 拡充 59,501

20 妊婦のための支援給付交付金 6,050

21 健康ダイヤル２４ 625

妊娠と子育て家庭（0歳～2歳）を対象に、伴走型相談支援の充実を図る
とともに、妊娠・出生届の際に経済的支援を実施
妊娠届：50,000円×60人

　※双子50,000円×１人（町単独）

出生届：50,000円×60人

4市町村合同による、24時間365日健康相談に対応

子育てに伴う家計の負担軽減のため、新生児1人につき50,000円相当の
商工会商品券を交付

歯科口腔保健事業の充実を図るため、20歳、30歳、40歳を対象に歯科
健診を推進（20歳、30歳は4年目、40歳は2年目）

医療用ウィッグ等の補整具購入に係る費用を助成
（購入費のうち30,000円までを補助）　（3年目）

50歳以上を対象に帯状疱疹ワクチン予防接種費用を助成
（1回タイプ4,000円×40人、2回タイプ10,000円×2回×50人）

感染症から身を守り、安心して暮らせるよう予防接種の体制を整備し、接
種費を補助することで、住民の健康保持を支援。令和7年度から3歳児・4
歳児の日本脳炎予防接種を個別接種として実施

　受入体制や保育環境の更なる充実を図るため、めぶきの森かんらの園
舎増築工事における公費負担分（4分の１）を補助金として交付
　　　　　　○増築工事費総額　　　　　　 30,360,000円
　　　　　　　　　　　　　補助金額　　　　　 22,770,000円
　　　　　　　　　　　　　　　うち県補助1/2　15,180,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　町補助1/4　 7,590,000円

　町内在住の園児が通園している「めぶきの森かんら」、「かんら保育園」、
町外の教育・保育施設に対する運営費として、国が定めた子ども一人あた
りの教育・保育に通常要する費用を給付。
　令和7年より第1子の保育料を無償化（完全無償化）することで、子育て
支援をより一層推進

子育て家庭の負担軽減のため、町独自事業として実施してきた第2子以
降の保育料の無償化に加え、第1子の保育料を無償化することで、町内
在住の全ての子どもの保育料を完全無償化
減免見込額（第1子：21,000千円、第2子：9,000千円、第3子：3,500千
円）

小学校、中学校、高校へ入学する児童生徒を対象に入学応援金5万円
を支給。（令和6・7年度は国の交付金を一部活用、令和8年度は町単独
で実施）
（令和8年度就学児が対象　小：70、中：82、高：108人）

子育てに伴う負担を軽減するため、小学校及び中学校の児童生徒の給
食費無料化を実施（4年目）（前年度比　8,804千円増）
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22 医療費の無料化 拡充 106,062

23 障害者自立支援 拡充 429,192

24
多言語翻訳・手話通訳システム
の導入

新規 829

25 高齢者補聴器購入補助 拡充 625

26 難聴児補聴器購入補助 110

27 福祉タクシー運営事業 拡充 324

28 障害者職場実習補助金 新規 330

29
介護予防・生活支援サービス事
業

拡充 24,917

30
定額減税補足給付金事業
（不足額給付）

25,023

31 犯罪被害者見舞金 新規 400

難聴児に対する補聴器本体の購入補助金のほか、修理、交換の補助金
を交付（補助率2/3）

手帳所持者で自動車税等の減免を受けていない方に対して初乗り運賃
分を補助（月２枚から月３枚に拡充）

障害者の職場実習への参加を促し、円滑な就労への移行を図るため、障
害者及び受入企業に対して補助金を支給

要介護状態になることを予防し、自立した日常生活を過ごせるよう支援す
るため、「デイトレ」事業を新設、併せて事業の効率化を図るため「コグニサ
イズ」事業を甘楽町社会福祉協議会へ委託し、介護予防事業を強化
(拡充分2,363千円）

令和6年度実施の定額減税補足給付金において、不足額が生じた人や、
一定の条件を満たす事業専従者等へ給付金を支給

犯罪被害に遭ってしまった人や遺族に対して、元のように安心して暮らせ
るための支援の一助として見舞金を支給

障害者、母子・父子家庭、高校生以下の子どもの医療費を無料化。
母子・父子家庭は所得制限を撤廃し適用（前年度比　7,464千円増）

更生医療や生活訓練等、障害者が自立して生活するうえで必要な支援
を実施（前年度比　25,116千円増）

増加する外国人住民をはじめ、高齢者や聴覚障害者の各種相談や手続
きなどにおけるサービス向上を図るため、多言語翻訳と手話通訳ができる
システムを「にこにこ甘楽」に導入

満65歳以上で、身体障害者手帳の交付を受けていない等で、専門医か
ら補聴器の装用が必要と認められた方への補助を実施（補助率1/2、上
限25千円）（前年度比　500千円増）
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1 英語指導助手の配置 20,636

2 水泳指導 5,280

3 教育支援センターの運営 1,672

4 GIGAスクール・ICT教育 4,746

5 児童生徒用の机・イスの更新 4,604

6 学校給食調理・配送業務委託 新規 55,016

7 特色ある学校給食の提供 拡充 58,694

8 アレルギー給食の対応 5,463

9 チェルタルド市交流事業 拡充 10,727

10 海外駐在員活動事業 拡充 6,168

11 ホストタウン交流事業 拡充 2,524

12 多文化共生事業 780

13 文化財の保護活用 2,500

姉妹都市交流を行っているイタリア・チェルタルド市と下記の事業を実施
①第12次チェルタルド市青年使節団受入（2,498千円）
②第19次中学生国際交流研修団派遣（7,786千円）
③シエナGａｌｉｌｅｉ高校生研修団受入（58千円）
④チェルタルド市茶室畳入替事業費補助金（300千円）

イタリア海外駐在事務所のあるチェルタルド市にて下記の事業を実施
①イタリア海外駐在事務所開所10周年記念式典（2,067千円）
②BOCCACCESCA2025参加使節団派遣（2,486千円）

ホストタウン交流事業としてニカラグア共和国に使節団を派遣し、「甘楽町
伝統芸能ニカラグア公演会」（2,353千円）を実施

外国人住民にも住みやすいまちになるよう日本語教室の開催や町のイベ
ントへの参加などを通じて、多文化共生への理解を深める取り組みを実施

コミュニティ助成事業を活用して地域の文化財等の維持保存に必要な経
費を補助（祭事用品の修繕　第25区）

小・中学校の老朽化した机とイスを6年計画で更新（4年目）
①小学校　2,363千円　②中学校　2,241千円

学校給食の質を保持しながら、運営の効率化を図り財政面での効果をあ
げるため、学校給食調理・配送業務を委託

有機野菜や地元の食材の使用を推進し、学校給食の日、群馬すき焼き
の日、交流国給食の日、町内企業の日（コルノマカロニ、めんたいパーク、
こんにゃくパーク）などの特色ある給食を提供（前年度比　5,194千円増）

全ての児童生徒が給食時間を安全に楽しんで過ごせるよう、安全性を最
優先にアレルギーに対応した給食を提供（3年目）

★豊かな心と自分らしさを育むまち
教育・生涯学習・スポーツ・国際交流
歴史・文化・芸術など

児童生徒の英語教育向上や国際理解教育を進めるため、4名の英語指
導助手ALTを配置

民間施設と専門指導員を活用して水泳指導を実施

不登校児童生徒への援助方法の一つとして、定住自立圏協定により、富
岡市と共同で運営（4年目）

子ども達一人ひとりに配布されているタブレットPCを活用しながら、資質・能
力を育成できるICT教育の環境を整備
小学校：2,982千円、中学校：1,764千円
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14 さくらマラソン大会運営事業 8,164

15 図書館の備品購入 2,535

16 電子図書の導入 853

1 戸籍情報システム改修事業 3,216

2 高齢者スマホデビュー応援 300

3 選挙執行経費 9,600

4 災害用備品購入及び訓練 1,152

5

公共施設の長寿命化と利活用事業
（個別施設計画及び公共施設等跡地
活用に関する報告書に基づく解体また
は改修）

新規 49,272

6 〃 新規 7,890

7 〃 新規 4,900

8 〃 新規 13,684

9 〃 10,175

10 ふるさと納税事業 26,166

11 かんらの天水製造・活用事業 4,155

新屋小学校プール跡地駐車場整備工事を実施（舗装工事）

ふるさとづくり寄付金や企業版ふるさと納税の拡充を図るため、ふるさと納
税に係る返礼品、サイト掲載委託料等の経費を計上

かんらの天水の製造を通じて、災害への備えやイベント等での活用を図
る。さらに水源となる森林保全活動として、間伐と植林を推進。販売収益
の一部を備蓄品の購入やペットボトルの処理費用に活用

参議院議員選挙　9,600千円

災害時に備え、土嚢袋、水防資器材、非常食などを購入するとともに、関
係団体及び行政区住民と共に地域防災訓練を行う

文化会館特定天井耐震改修及び照明設備ＬＥＤ化改修工事を実施（監
理・工事）

役場庁舎照明設備ＬＥＤ化改修工事を実施（設計監理・工事）

図書館照明設備ＬＥＤ化改修工事を実施

福島小学校プール解体工事を実施（設計監理・工事）

図書及び、防犯カメラ4台・モニター1台を購入

スマホやタブレット端末を利用し、24時間365日いつでも本を借りられるよ
う電子書籍を充実。読書が不自由な人への大活字機能、音声読み上げ
機能などのサービスを向上。ＧＩＧＡスクールでタブレットを持つ小中学生に
も読書を推進（4年目）

★共創による持続可能なまち
地域づくり・行財政運営
地域安全・防災など

新たに戸籍に振り仮名表記を設定し、住民基本台帳やマイナンバーカード
に紐づけて連携することで行政手続きの効率化を図る

60歳以上の方を対象にスマートフォンへの買い替えや新規契約した際に
補助金を交付する（4年目）。（3,000円×100人）
また、スマホ教室を開催しデジタル社会に取り残されないように支援する

県内外から参加者（1,600人を予定）を募集し、マラソン大会を実施すると
ともに、町の観光・物産等のＰＲを実施

10



12 消防ポンプ自動車の更新 27,410

13 デジタル専門人材の活用 5,599

14 「書かない窓口」の導入 新規 2,100

15 セミセルフレジの導入 新規 819
公金等の収納に係る対面式セルフレジを導入し、業務効率化と収納窓口
の利便性向上を図る
（6年間リースの1年目）

老朽化した消防ポンプ自動車を、普通免許対応型の消防ポンプ自動車
に更新する（2-1部）

デジタル専門人材の助言、指導により町のＤＸ計画を推進するとともに、Ｄ
Ｘを活用した住民の利便性向上と業務の効率化を図る（2年目）

住民票等の窓口申請の際、マイナンバーカードを活用した申請書自動作
成システムの導入により、申請者の記入の手間を省略し利便性の向上を
図る
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